




























調節計の仕様を表 l に示す 1)。
この調節計には RS-232C 通
表 1 プログラマブル調節計 E5EK-TAA201 の仕様
電源電圧 AC 100"'" 240V(50/60Hz) 
熱電対: K,J ,T,E,L,U,N,R,S ,B,W,PLlI 
入力 白金測温抵抗体:JPt1 00, Pt100 定格 電流入力 :4""'20mÄ， 0""'20mA 








制御周期 1 ""'99s 
性能 設定時間 0""'99時間59分または0""'99分59秒パステップ
プログラム容量 1\。トン数 :4ステップ数: 16ステップ/1 ハ7ーン
プログラム方法 時間設定(折点)または傾き設定方式
時間精度 設定値の+0.2%+500ms
サンプリング周期 温度入力:250ms 電流・電圧入力 :100ms
通恒タイプ RS-232C 
通信方式 半一重














プログラムの開発環境は、 Windows98 パソコン上で Visual C++ (Ver.6.0) を使って行った。
RS-232C による通信には、 Active X として供給されている MS-Comm を利用した。また、メイン
ウィシドウの View は FormView から派生させることでコントロールを配置できるようにした。通
信や FormView 関連の詳細については前報幻を参照されたい。
処理のメイン View および温度計測スレッドのフローチャートを図 1 に示す。メイン日ew では、
ユーザのボタンクリックによるメッセ 入カドサ:書式
2B 1 B 2B 4B 
ージを待機し、スタートボタンのメツ I~I ユーット 1 1 コマント↑ データ|INる|↓コ~~ ，ll 1/1/1 セージに応じて調節計を実行すると共 1~II \l U. I 占\ド l |Fr






































データの終端は「勺と iCRJ コードで表し、終端コードの手前に 2 バイトのエラーチェックコー
















































定し、センサ一種別、出力割付ボタンを押すと、その設定画面が表示される(図 5 ， 6)。なお、セ




















図 9 に、制御周期 5 秒、設定温度 450Cにおけるオートチューニング(AT)時の温度変化を示す。セ
ンサーには白金抵抗体を用いた。調節計の AT では、設定温度で単純にヒーターを ON/OFF させ、
その時のハンチングの周期と振幅からメーカーが独自の改良を加えたリミットサイクル法により最
適 PID 値を決めており、これらの処理は全て調節計側が行なっている。このソフトでは、 AT 中の
温度データをサンプリングするため、図 9 のようなサンプリング結果から独自に PID 値を算出する
ことも可能である。また、ユーザーが任意の PID 値を入力して調節計に送信し、温調の優劣を評価
できるため、制御関連の実習用ツールとしても利用できる。











制御周期を 5 秒にして、 AT 後に温度制御を行
った場合の 40'" 800Cでの温度変動は:t0.20C 
であった。実際の風温はヒーターの ON/OFF
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